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は行かない人
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％となった」

るのか。ブッ

ブッシュの

ったという事
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ジャーナリ

の「全国出口
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党に流れ，その差は ％に

ジア系，原住民系，アラブ系）
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年）のクリントンの再選時に

は ％に達した。とくにカリ

主党の勝利に貢献したが，そ

反発があったといわれる。

イティブ・インディアン）のば

民主党への傾斜を強めると

は，民主党の得票率は ％で

フォルニアのばあい民主党

の背景には，共和党政権の

あい，投票の ％が民主党に

いう結果となった。すなわ

あったが，前回は ％に

の得票率は ％に達し，同

とってきた移民規制強化政

， ％が共和党に流れた。

最後にアラ

の ％が民主

が民主党，

投票し，共和

このような投

以上を総括

った。総じて

う強めたので

ブ系のばあい。ゾグビー国際

党， ％が共和党， ％がネ

％が共和党に流れた。なかで

党に投票した者は６％にすぎ

票行動として現れたのであろ

すると，今回は有色人集団の

有色人集団はケリー陣営の中

ある。

選挙調査協会の調べによる

ーダーに流れたが，今回は

もアラブ系のイスラム教徒

なかった。アラブ系移民へ

う。

票が全投票者の ％，ケリ

軸となり，ラティーノをの

と，前回はアラブ系の投票

形勢が逆転し，投票の ％

のばあい， ％が民主党に

の迫害にたいする懸念が，

ー票の ％を占めるにいた

ぞいて民主党支持をいっそ

年前，

自由労働州

検討すると，

４．南北の

西部諸州への奴隷制度の拡張

のあいだで血みどろの内乱（

当時の南部と北部との勢力範

間で分断されるアメリカ

を認めるかどうかをめぐって

南北戦争）が始まった。今回の

囲が，選挙結果にみごとに

，南部の奴隷州と北部の

政党別得票率を地域別に

再現されていることがわか

る（図 １を

た。他方，当

北東部で唯一

した政党が

民主党に変わ

かつて奴隷

党が大統領の

参照）。すなわちブッシュは，

時の自由労働州であった北

ブッシュ側についたニューハン

年前とは入れ替わったこと

り，南部を支配する党はリン

制度が咲き誇った南部諸州は

座を獲得するには，南部出身

年前に南部連盟に結集し

東部 州と西海岸３州はすべ

プシャ州も今回はケリーが獲得し

である。北部を支配する党は

カーン（奴隷解放者）の党た

，共和党陣営の金城湯池と

者を候補としておしだすこ

た の奴隷州全域で圧勝し

てケリーが獲得した（前回

た）。唯一の違いは，勝利

奴隷制擁護の党であった

る共和党となった。

なった。かなり前から民主

とで，共和党による南部独

占体制をつ

ョージア出身

会の資本主

いは，隣のテ

とることで，

回民主党は，

き崩す以外になくなっていた

），クリントン（アーカンソー

義化（北部化）を推進してきた

ネシー出身のアルバート・ゴ

共和党支持の「強固な南部」

南北カロライナを地盤とす

。じっさい，ジョンソン（テ

出身）と民主党から大統領にな

改革派南部人たちであった。

アを副大統領候補とすると

の一角を突き崩そうとした

るエドワーズ議員を副大統領

キサス出身），カーター（ジ

った人は，すべて南部社

しかもクリントンのばあ

いう二重の「南部戦略」を

ほどであった。しかるに今

候補にすえても，「団結せ

（ ）



図 １

立命館経済学

両陣営の州別勝敗（数字は選挙

（第 巻・第５ ６号）

人数。 通信，ニューズウィーク誌などから）

（出所）『朝日新聞

る共和党的南部

』 年 月 日朝刊

」（ソリッド・サウス）には歯が立たなかったわけである。

両陣営の草刈

のなかで労働組

つも民主党支持

れた諸州，とり

とくに前回民主

ュは辛勝するこ

場となったのは，内陸部の中

合や有色人の強い最北部の３

に変えることができなかった

わけ農業や資源産業，軍需産

党が制したアイオワとニュー

とができたわけである。

西部から南西部一帯であった

州だけを確保したものの，前

。これにたいして，南部とよ

業の強い地域で，ブッシュは

メキシコの２州で勝利をおさ

。ケリーは，この地域

回の共和党支持州を一

く似た経済条件におか

着実に票を伸ばした。

めたおかげで，ブッシ

テロへの

投票者が選ん

結果によれば，

５．ブッシ

不安の大きさが，イラク戦争

だ今次選挙の「最も決定的な

ブッシュ支持者の ％は「

ュが勝利した理由

泥沼化の不安を上回った

争点」（複数回答可）とは何で

テロリズム」， ％が「道義的

あったか。出口調査の

価値」を選んだ。これ

（ ）



にたいして，

つまりブッ

沼化するイラ

ブッシュ

ケリー支持者の ％は「経済

シュ支持者は，新政権に「テ

ク戦争」の解決を求めたので

再選が示すもの（藤岡）

・雇用」， ％が「イラク戦

ロリズムの不安」の解消を求

ある。イラクへの侵攻がテ

争」を挙げたといわれる。

め，ケリー支持者は，「泥

ロリズムの根絶に役立って

いるのか，そ

投票日を４

「米国への報

テレビ局が突

し，米国民の

撲滅の地球戦

弱腰のケリー

れともテロリズムの炎を煽っ

日後に控えた 月 日に，

復攻撃の用意」を表明した

然，放映したのである。偽造

深層心理に潜在する「テロへ

争』を海外で展開しているお

となると，テロリストが国内

ているのかをめぐって，舌

「テロへの恐怖」を呼びさます

「オサマ・ビンラディンのビデ

の疑いの濃いこのビデオを

の不安」を呼びさますこと

かげで，本土でのテロ事件

に侵入し，国内で９月 日

戦が繰り広げられた。

絶好の事件が発生した。

オ」なるものを，米国の

ブッシュ陣営は見事に活用

に成功した
）
。「『テロリズム

の再発を防いでいるのだ。

型のテロ事件が再発するだ

ろう」という

白人女性層を

他方では，

あるという点

途半端なスタ

な障害となっ

バージ

ブッシュ陣営の宣伝が，米国

ブッシュ支持に転換させるう

ケリーは，ブッシュ政権によ

は批判するが，イラクからの

ンスが，イラク戦争の終結を

た。

ョンアップした軍産複合体の

社会に奥深く潜在する「恐

えで大きな役割を果たした

るイラク戦争の進め方があ

撤兵については拒否する態

望む反戦の願いを民主党支

パワーの強烈さ

怖の文化」を呼び覚まし，

ように思われる。

まりに一国主義的で稚拙で

度をとった。このような中

持に結集するうえで，大き

ブッシュ政

かげで，軍需

れている
）
。こ

され，軍産

食・警備など

このように

たパワーを持

権期に入り，「軍事の革命」

産業は「わが世の春」を謳歌

れにくわえて，軍事サービス

複合体のパワーの新たな活力

の軍事サービスの三割は民間

軍需産業と軍部との結合した

つようになった。このような

と宇宙覇権の確立とを結び付

してきた。とくに宇宙産業

の分野でも民営化が進み，

源となった。じっさいイラク

請負企業によって担われた

軍産複合体は， 世紀に入

軍産複合体が，自らの勢威

けた新たな国防戦略のお

と情報産業は活況に見舞わ

軍事請負企業が多数生み出

侵攻のばあい，輸送・給

という
）
。

ってバージョンアップされ

と儲けを増やすために，ブ

ッシュの当選

奴隷制

ブッシュと

ドランドとい

ではない
）
。実

奴隷制の遺

めざして総力をあげたことは

に起源をもつ資本主義発展の

いう人は，幼児の時代から奴

う町で育った人であり，南北

弟のフロリダ州知事のジェフ

制を妥協的に解消しつつも民

想像に難くない。

「低い道」路線の勝利

隷制度の伝統が色濃く残る

戦争以来最初の南部保守派

・ブッシュの政治スタンス

衆の低賃金と低い人権水準

テキサス州の農村部のミッ

の大統領だといっても過言

も同じだ。

については堅持することで，

綿花や石油

なエコノミス

の道
）
」）を支

が，ブッシュ

には，むきだ

労働基準を抑

といった一次産品を供給して

トの言葉を使うと資本主義発展

えてきた人たち，軍需産業関

陣営の中核を構成した。資源

しの「純粋資本主義」の掟

制する必要があり，この枠組

きた「資源植民地」型の資本

の「低い道
）
」，レーニンの言葉を

係者，保守的で原理主義的な

産業や農業の分野で発展途

（社会ダーウィニズム）に勤労大

みから脱落ないし抵抗しよ

主義化の道（米国の進歩的

使えば上からの「プロシア型

南部のキリスト教徒たち

上国と競いあっていくため

衆をさらすことで賃金と

うとする者には，軍事的封

（ ）



じ込めと「心の

他方，ケリー

「下向き競争」

立命館経済学

浄化」とでのぞむしかないと

の陣営には「修正資本主義

を抑制し，社会資本や人的資

（第 巻・第５ ６号）

いう共通了解が彼らの間には

」の支持者たち――ハイテク

本の拡充をはかり，社会全体

ある
）
。

立国をはかるためにも

の底上げをめざすべき

だとする「資本

は，米国社会を

自由主義的なグ

だ。このような

進む以外の選択

「心」の

主義発展の高い道」の支持者

世界との競争にさらし，住民

ローバリゼーションを上か

環境のもとで，とくに南部の

がないように思われ，「低

浄化で「強い米国」の再生を

たちが集まった
）
。しかしグロ

を両極に引き裂き，貧富の格

ら強行すれば，「福祉国家」の

ような社会では，「資本主義

い道」路線が勝利をおさめた

説くキリスト教右派の組織力

ーバリゼーション戦略

差をひろげてきた。新

維持は不可能となるの

発展の低い道」路線を

わけである。

ブッシュに投

げたことが示す

大衆的基盤を形

いアメリカ」を

吹き荒れたこと

ヘンリ・フォード

ブッシュは

た」という経歴

票した有権者の ％が，「大

ように，伝統的なキリスト教

づくった。歴史をひもとく

支える人的資源に改造するた

がある（製造業地帯における禁

その人であった）。

「愛妻の導き」のおかげでア

を売り物にしていただけに

統領選挙の決定的争点」とし

原理主義者たちが，ブッシュ

と，「軟弱な移民労働者」を鍛

めに， 世紀の初頭に禁酒法

酒法運動の最大のサポーターは

ルコール中毒を克服し「宗教

，黒人やラティーノ（中南米系

て「道義的価値」を挙

をささえるもう一つの

えなおし，彼らを「強

の制定を求める運動が

，フォード自動車創立者の

人として生まれ変わっ

）を相手にして北欧型

の福祉国家をめ

そ優先せよと説

ネオコンの連

体なきネオコン

派などのキリス

「心の渇き」

福音主義の聖職

ざす施策をとっても，「怠け

くキリスト教右派の運動が一

中とは頭だけで考えるイン

と頭脳なき南部の原理主義者

ト教右派グループが集票装置

や「家族の危機」を抱き，「（

者の主張に共感する白人民衆

者」をつくりだすだけだ，む

定の説得力をもった。

テリ層であり，大衆動員力を

との同盟」がブッシュ陣営の

としてフル回転したわけであ

胎児の）命の尊厳」，「スピリチ

が増えている。彼らとどのよ

しろ「心」の浄化をこ

ほとんどもたない。「身

実体となり，福音主義

る
）
。

ュアルな価値」を説く

うなスタンスでむきあ

えばよいのだろ

ある黒人活動家

本的な人間観の

課題で共同しよ

人社会では，黒

方と取り組んで

道徳や霊的な価

うか。人間観や「心の渇き」

は，つぎのように書いた。「

点で，白人の一般民衆と水と

うと試みても，民衆は聞く耳

人教会を拠点にスピリチュア

きた伝統をもっています。白

値について黒人教会の宗教リ

の問題から目をそらしてきた

もし白人左翼が，生命の誕生

油の関係にあるとしたら，経

をもたなくなるでしょう。こ

ルな心の問題と経済正義の実

人左翼は，この黒人社会の経

ーダーたちは，白人の福音主

白人左翼を批判して，

と死，生殖といった基

済正義といった政治的

れにたいして私たち黒

現など政治的課題の双

験から学ぶべきです。

義的右翼とほとんど変

わらない見解を

に進歩的な政治

観などの霊的な

とめあげた黒人

左翼の唯物論

うに統合したら

もっています。ただし異なる

運動の領域で主導的な役割

問題の双方に取り組んできた

社会の組織力の秘密だと，こ

的哲学と「道義的な価値」や

よいのか。唯物論者がエコロ

点があるとすれば，わが宗教

を果たしてきたことです。」政

こと――これが，黒人票の９

の黒人活動家は述べている
）
。

「スピリチュアルな価値」と

ジスト（自然主体的な弁証法的

リーダーたちは，同時

治経済的な問題と人間

割弱を反ブッシュでま

を高い次元で，どのよ

唯物論者）となり，「唯

（ ）



物論的アニ

えであるが，

きたい
）
。

ブッシュ

ミズム（自然の弁証法）哲学の

いずれにせよ本稿ではこの点

再選が示すもの（藤岡）

再興」をはかることだという

を論じるゆとりはない。こ

のが私のさしあたりの答

んごの課題として残してお

投票不

年の夏

の暗躍のため

まで棄権して

が６割という

すでに述べ

参加層がなお ％も

にベネズエラのチャベス大統

にチャベスが負けるといわれ

いた人たちが大挙，チャベス

圧倒的な状況になったといわ

たように，投票率は前回より

領の信任を問う国民投票が

ていたが，じっさいには投

支持の票を入れた。そこで

れる。

％アップし， ％となっ

行われた。米国の情報機関

票率が大幅に上がり，これ

雪崩が発生し，不信任反対

た。しかし「恐怖の文化」

の支配する米

分ではないこ

権したのか。

海外か

前稿で，私

連 国債も暴

たいへんな衝

国のばあい，同様の「チャベ

とを現実が証明した。逆にい

この問題を解明する課題のほ

らの連帯運動，とくに商品ボ

はこうも書いた。「ブッシュ

落するという見通しを見せら

撃となるであろう。損益分岐

ス効果」をひきおこすには

えば，この重要な選挙にな

うに注目したいと思う。

イコット運動の弱さ

が勝ったら自分の会社の製品

れれば，アメリカのビジネ

点という会計指標が示すよ

， ％増という程度では十

お ％もの有権者がなぜ棄

が世界で売れなくなる，

ス・エリートにとっては，

うに，企業の実際の儲けは，

売上高の最後

者のパワーが

米国企業には

だ。かつてマ

リカ帝国』に

共和党に献

業」にたいす

の ％がどうなるかによって

増大する時だ。したがって，

大変な圧力となるであろう。

ハトマ・ガンジーが主唱し

さしむける時代が来たのだ」

金しているアメリカの代表

るボイコット運動を展開し

大きく変わる。しかもデフ

かりに３％でも売上高に変

不買運動は非暴力であるの

，大英帝国を崩壊に導いたこ

と
）
。

的な企業をターゲットとして

，「消費選択」というかたちで

レの時代というのは，消費

化を与えることができれば，

で，弾圧することは不可能

の非暴力の武器を，『アメ

，「ブッシュを支援する企

の「投票行動」をおこそ

うという「平

ドナルドやコ

油をドルでは

動も含めて，

ことができた

は十分には取

和のための選択」運動が世界

カコーラにたいするボイコッ

なくてユーロで買おうという

いま起っている運動を統合し

はずである。しかし実際には

り組まれなかったし，日本で

各地で展開されてきたし，

トやアメリカ産タバコへの

運動，米国の国債を自国の

ていくことができたならば

，このような運動は，中東

もマイナーな運動にとどま

健康問題をからめて，マク

不買運動も起きていた。石

政府に買わせないという運

，相当のアピール力を出す

や一部の欧州諸国を除いて

った
）
。

年９月

の加盟国は，

た（この達成

６．おわりに――資本主

ニューヨークで国連ミレニ

年までに以下の８つの目

目標のことをミレニアム開発目

義発展の「低い道」の克服

アム・サミットが開催された

標を達成することを，国連

標（ ）と呼ぶ）。

は可能か

。サミットに参加した

の課題とすることで合意し

の は，「極度の貧困と飢

（ ）



餓の撲滅」であ

口比率を半減さ

の は「普遍的

立命館経済学

って，具体的なターゲットと

せる， 飢餓に苦しむ人口の

初等教育の達成」であって，

（第 巻・第５ ６号）

して， 年までに１日１

割合を半減させることを目指

同年までに全ての子どもが男

ドル未満で生活する人

すとしている。

女の別なく初等教育の

全課程を修了で

等の推進と女性

マラリア，その

パートナーシッ

しかし現実に

ゼーションが

は例外として，

きるようにすることを具体的

の地位向上， 幼児死亡率

他の疾病の蔓延防止， 環境

プの推進，と続いている。

は，上からの（米国の宇宙と

「修正資本主義」システムを解

賃金や人権・環境の基準の切

なターゲットとしている。以

の削減， 妊産婦の健康の改

の持続可能性の確保， 開発

情報の覇権の下での）新自由主

体させつつ進んでおり，中国

り下げを競いあうタイプの

下， ジェンダーの平

善， ／エイズ，

のためのグローバル・

義的な経済グローバリ

・インドなど一部の国

「下向き競争」を招いて

いる。先の用語

このままでは

感を抱いたブラ

「飢餓と貧困の

呼びかけの背景

ままでは

ること，

であるという問

を使うと，資本主義発展の

ミレニアム開発目標（

ジルのルラ大統領が，第 回

根絶行動を考える世界サミッ

には，ミレニアム・サミット

は達成できず，このような

の達成には，市場経済に任

題意識があった。この緊急

「低い道」が世界的規模で支配

）の達成は絵に描いた餅とな

国連総会の前日の 年９月

ト」を開催しようと各国首脳

から４年たったが，事態が改

状態を放置すれば憎悪と戦争

すのではなくそれ相応の手段

サミットには， カ国が代表

的になってきたのだ。

ってしまうことに危機

日にニューヨークで，

に呼びかけた。ルラの

善されておらず，この

の悪循環に拍車をかけ

（ツール）の開発が必要

（うち カ国が元首）を

派遣した。

ルラ大統領と

大統領であった

調査させていた

て国際環境税・

カ国グループ

う具体的な検討

連携しつつ，このサミットを

。シラクは，これより先の

。この結果作成されたランダ

金融取引税・武器取引税の導

（ブラジル・チリ・スペイン・フ

に入った。検討プロセスには

実現させたもう一人の立役者

年 月の段階で「ランダウ

ウ報告書には，南北間の富を

入などが羅列されていた。こ

ランス）の専門家会議が 年１

国連機関も関与した。その成

が，フランスのシラク

・グループ」をつくり，

再配分するツールとし

の結果をふまえて，４

月に創設され，いっそ

果が「革新的な金融メ

カニズムについ

報告書には，「

てサミットでは

し，政治的に望

択された。

このサミット

た。米国代表と

ての専門家会議の報告書」で

金融取引税」および「武器取

，「金融取引税，武器取引税

ましいとする「ニューヨーク

にはアメリカ・日本も参加し

してベネマン農務長官が参

あり，サミットの検討資料と

引税」の導入の検討などが盛

の導入の検討」を含むこの提

宣言」が，英国を含む圧倒的

ていたが，両国の対応は冷淡

加したが，「問題解決には，経

して配布された。この

り込まれている
）
。そし

案は，技術的に可能だ

多数の諸国の賛成で採

で消極的なものであっ

済成長こそがカギであ

り，国際税の導

に加わらなかっ

米国で大統領

このような動き

以上が，今回

て，こんごの課

入は，非民主的であり，実施

た。

選挙戦が闘われていたのと同

が進んでいたことは注目して

の米国大統領選挙結果につい

題を論じることについては他

不可能」という態度を崩さな

じ時期に，南北間の富の再配

おいてよい。

ての暫定的な分析である。よ

日を期したいと思う。

かったし，日本も宣言

分をめざそうとする，

り完全な分析をふまえ

（ ）



） マ

たあの

ブッシュ

イケル・ムーアというのは，４年

運命的な選挙戦で，第三党（み

再選が示すもの（藤岡）

注

前のアメリカの大統領選挙――

どりの党）のラルフ・ネーダー陣

ゴア対ブッシュの対決となっ

営の選挙参謀を務めた人であ

る。本

らせて

破り，

補たる

明にこ

痛恨の

を作ら

年

来民主党のゴアに来るべき票を

しまったという批判の声が，選

票とったのであるが，そのうち

大統領の座を確実にしただろう

ゴアに左派の票を集中させ，ブ

れ努めたのであるが，彼の身上

思いが，ブッシュの再選だけは

せる原動力となった。詳細は，

のエピローグ，および藤岡惇

ネーダーがとったために，ブッシ

挙後ムーアに集中した。じっさ

票だけでもゴアに変わってい

というわけである。本当に接戦し

ッシュには勝たせないという方針

である歯切れの良さは，ここでは

阻止したいという思いにつながり

マイケル・ムーア『アホでマヌ

「映画『華氏 』とアメリカの世

ュに大統領の椅子をかすめと

いフロリダ州ではネーダーは

れば，ゴアがブッシュを打ち

ている州については次善の候

を出したのだと，ムーアは弁

見られなかった。このときの

，「華氏 」という記録映画

ケなアメリカ白人』柏書房，

界戦略」『シネ・フロント』

号

） 藤

号，

）

） た

） ア

） こ

月 日

，シネ・フロント社， 年９・

岡惇「映画『華氏 』とアメリ

年 月，４ページ。

とえばデイヴィッド・ボウツ（副

ントニオ・ネグリ，マイケル・ハ

の点は，成沢宗男「楽勝劇に潜む

， ページを参照。

月号， ページ。

カの大統領選挙」『経済科学通信

島隆彦訳）『リバータリアニズム

ート『帝国』 訳 年，以文

企み『ビンラディンのビデオ』

』（基礎経済科学研究所），

入門』 訳 年，洋泉社。

社。

の怪」『週刊金曜日』 年

） こ

年

） こ

） 詳

） た

）

集団が

らは，

の点については，藤岡惇『グロー

，大月書店を参照。

の点を解明した良書として，本山

しくは，マイケル・リンド『アメ

とえばデイビッド・ゴードン『分

世紀末のロシアにも，経済主義・

存在した。資本主義の発展は不

社会主義革命の到来を早めるた

バリゼーションと戦争――宇宙

美彦『民営化される戦争』 年

リカの内戦』アスコム， 年

断されるアメリカ』 年，シ

客観主義・生産力主義の立場に

可避であるだけでなく，発展の経

めにも資本主義の発展に協力すべ

と核の覇権めざすアメリカ』

，ナカニシヤ出版。

を参照。

ュプリンガー東京，第９章。

たつ「合法マルクス主義」の

路も一つしかないと考えた彼

きだと論じ，結局は改良主義

者に転

義発展

うる」

ロシア

の道」

の要素

文明化

型の経

民主党

落していった。これにたいして

の方向しかない」が，「農奴制的

ことを強調した。農奴制を温存

型の道」と農奴制を革命的に解

という「二つの道」である。も

とがからみ合う結果となり，資

作用の恩恵は最大となるので，

路」に転換させようと呼びかけ

の農業綱領』レーニン全集，

レーニンは，「客観主義者のいう

大地主制の変革のありかたいか

し，農民層に最大の抑圧と貧困を

体することで住民に最大の福祉と

し前者の道を歩んだら，農奴制の

本主義の文明化作用の発現は最小

労働者階級は農民と同盟して資本

たのである。レーニン『 ７

訳 巻， ページ。

ようにロシアの前には資本主

んで，発展の経路は２つあり

押しつける「自然発生的なプ

自由を保障する「アメリカ型

最悪の要素と資本主義の最悪

となる。後者の道を歩めば，

主義の発展の道を「アメリカ

年のロシア革命における社会

） 藤

） た

年

） マ

）

） こ

岡惇『サンベルト米国南部――分

とえばロバート・ライシュ『アメ

，東洋経済新報社。

イケル・リンド『アメリカの内戦

の点を考える参考文献として，

極化の構図』青木書店， 年

リカは正気を取り戻せるか――

』アスコム， 年を参照。

年のリオ・デジャネイロでの

を参照。

リベラルとラドコンの戦い』

地球サミット総会の席上，子

（ ）



ども代表

いた『生

ュアル・

立命館経済学

として演説をした，あのセヴァン

命の聖なるバランス』 訳 年

シングル宣言』 年，ディビッ

（第 巻・第５ ６号）

・カリス・スズキの父親である

，日本教文社が有益である。あ

ド・コーテン『グローバリズム

ディヴィッド・スズキの書

わせて伊田広行『スピリチ

という怪物』 年，シュ

プリンガ

） 藤岡惇

号，

） 日本に

）

ー東京，第 章も参照されたい。

「映画『華氏 』とアメリカの

年 月，４ページ。

おける運動の詳細は，

大統領選挙」『経済科学通信』（

を

基礎経済科学研究所），

参照。

（ ）


